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プ ロ グ ラ ム（ 目 次 ） 

司会：東北大学総長特命教授・グリーン建築推進フォーラム実行委員会委員長 吉野 博 氏 

(公財)自然エネルギー財団 気候変動グループマネージャー 西田 裕子 氏 
資料 
ページ 

【基調講演】   

13:00～13:20 (1) 建物の環境性能評価と環境不動産  

 
(一財)建築環境・省エネルギー機構 理事長 

グリーン建築推進フォーラム 代表 
村上 周三 氏  

13:20～13:40 (2) 国の建築行政と環境性能評価  

 国土交通省 住宅局住宅生産課 建築環境企画室長 山下 英和 氏  

13:40～13:45 (3) 海外からのメッセージ  

 カナダ，ブリティッシュ・コロンビア大学名誉教授 レイモンド・コール 氏  

【報告】   

13:45～14:30(15×3) １. 不動産投資の立場から  

 (1) 建物の環境性能評価とその経済効果   

 
三井住友信託銀行(株) 不動産コンサルティング部審議役 

環境不動産推進チーム長 
伊藤 雅人 氏  

 (2) 世界の不動産市場における ESG 投資と環境性能評価   

 CSR デザイン環境投資顧問(株) 代表取締役社長 堀江 隆一 氏  

 (3) 企業戦略と環境性能評価   

 

イオン(株)建築企画担当リーダー 

（街づくり・国土強靭化（ﾚｼﾞﾘｴﾝｽ）・ｴﾈﾙｷﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ） 

    イオンモール(株) 開発本部建設企画統括部 建設企画部長 

渡邊 博史 氏  

14:30～15:30(15×4) ２. 行政における環境性能評価ツール、内外の動向 
  

 (1) 13,000 件の CASBEE 評価から⾒えてきたこと   

 法政大学 デザイン工学部建築学科准教授 川久保 俊 氏  

 (2) 自治体の⽴場から CASBEE 横浜   

 横浜市 建築局建築指導部建築企画課 建築環境担当課長 正木 章子 氏  

 (3) BREEAM とロンドンオリンピック   

 レンドリース・ジャパン(株) シニアプロジェクトマネージャ— ジョン・メーダー 氏  

 (4) Green Mark とシンガポールのグリーンビル政策   

 首都大学東京 都市環境学部建築都市コース准教授 一ノ瀬 雅之 氏  

 － 休 憩 （10 分 ）－  

15:40～16:10(15×2) ３. 設計・施工の立場から 
  

 (1) 組織設計事務所における環境性能評価の活用   

 (株)日建設計 執行役員 エンジニアリング部門設備設計グループ代表 堀川 晋 氏  

 (2) 総合建設業における環境性能評価の活用   

 (株)竹中工務店 設計本部 プリンシパルエンジニア（環境） 高井 啓明 氏  

16:10～16:25(15×1) ４. 教育の立場から  

 (1) 環境建築教育と性能評価   

 北九州市立大学 国際環境工学部 建築デザイン学科教授 白石 靖幸 氏  

【パネルディスカッション】（上記の報告者へのフロアからの意見、質問を中心に議論します。   

 
16:25-16:55 テーマ：「環境不動産の活性化に向けて」 

司会：村上 周三 氏 ( 前出 ) 
林  達也  氏 ( 千葉大学大学院 工学研究院創成工学専攻建築学コース准教 ) 

 

16:55-17:0０ まとめ    

東京都市大学名誉教授・グリーン建築推進フォーラム広報 WG 主査 坊垣 和明 氏  

（プログラムは予告なく変更する場合があります。） 
 



 
 
                                    基調講演-1                                     
 
 
 
演   題︓建物の環境性能評価と環境不動産 
 
 
ご講演者︓  

村上 周三 氏 
 

（一財）建築環境・省エネルギー機構 理事⻑ 
東京大学名誉教授 

 
 

 
 

 
1942 年 愛媛県生まれ 

【略歴】1965 年 東京大学 工学部 建築学科卒業 
 1985 年 東京大学 生産技術研究所 教授 
 1999 年 デンマーク工科大学 客員教授 
 2001 年 慶應義塾大学 理工学部 教授 
 2008 年 建築研究所 理事⻑ 
 2012 年 建築環境・省エネルギー機構 理事⻑（就任は 2003 年より） 

【主な受賞歴】 
【国内賞】1989 年 日本建築学会賞 

  1975〜2007 年 空気調和・衛生工学会賞（計 15 回） 
2004 年 日本風工学会学会賞 

  2014 年 日本建築学会大賞 
【国際賞】1998 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）ベストペーパー賞 
  2001 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）フェローアワード 

  2002 年 SCANVAC（ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ空調学会）ジョン・リドバーグ ゴールドメダル 
  2007 年 サステナブル建築国際会議（ソウル） 優秀研究賞 
  2007 年 IAWE（世界風工学会）アラン・ダベンポート メダル 

【主な著書】  
2000 年 『CFD による建築・都市の環境設計工学』（単著）東京大学出版会 

  2006 年 『サステナブル生命建築』（共著）共⽴出版 
  2007 年 『CASBEE 住まい「⼾建」入門』（共著）建築技術 
  2007 年 『教室の環境と学習効率』（共著）建築資料研究社 
  2008 年 『ヴァナキュラー建築居住環境性能』（単著）慶應義塾大学出版会 
  2010 年 『低炭素社会におけるｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ』（共著）慶應義塾大学出版会 
  2012 年 『スマート＆スリム未来都市構想』（単著）エネルギーフォーラム 
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                                    基調講演-2                                     
 
 
 
演   題︓国の建築⾏政と環境性能評価 
 
 
ご講演者︓  

山下 英和 氏 
 

国⼟交通省 住宅局住宅生産課 建築環境企画室⻑ 
 
 
 
 

 

【略歴】 
1991 年建設省（現国⼟交通省）入省後、千葉市住宅政策課⻑、都市計画課⼟地利⽤調整官、 
住宅総合整備課公共住宅事業調整官等を経て、現職。 

  





Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism





















 
 
                                    基調講演-3                                     
 
 
 
演   題︓海外からのメッセージ 
 
 
ご講演者︓  

Dr. Ray Cole (Raymond John Cole) 
 

ブリティッシュ・コロンビア大学（UBC︓カナダ、バンクーバー市）名誉教授 
ブリティッシュ・コロンビア建築家協会名誉会員、王⽴カナダ建築家協会フェロー会員 
 
 
 
 
 

【略歴】 
 
英国、シティ大学ロンドン（⼟⽊学科）卒、ウェールズ・カーディフ市、ウェールズ大学博⼠課程（建築科
学専攻）修了。その後、キャリアの大半を建築分野に従事し、過去 40 年にわたり建築デザイン領域の環境
問題について教鞭を執る。UBC では建築・造園学部（SALA）学部⻑、サステイナビリティ・インタラクテ
ィブ研究センター（CIRS）所⻑等を歴任した。 
1998 年にグリーン建築の環境性能と評価システムのベンチマークに関する国際協働組織「グリーン・ビル
ディング・チャレンジ（GBC）」を共同設⽴。その後同活動は日本を含む世界中に広まり、定期的に開催され
続けている「世界サステイナブル建築会議（WSBC）」シリーズに発展した。彼のグリーン建築に関する旺盛
かつ国際的な研究、教育、指導的活動に対し、学術および職能領域における数々の受賞がある。それには、
北⽶における建築学科の最も優れた教授に贈られる賞、地域の⽀援活動に対する BC 建築家協会記念賞、
USGBC 社会⽀援リーダーシップ賞、CanadaGBC 終⾝リーダーシップ賞などがある。 
近年の主な研究テーマは、再生(Regenerative)ディベロップメント＆デザイン、環境性能評価、⼈間・⼈工
知能など。 
日本とも⻑年にわたり関係が深く、CASBEE とはその創設前後から UBC や GBC を通じて、継続的な学術的
交流がある。 
 





                                 報 告                              

１.不動産投資の立場から 

（1）建物の環境性能評価とその経済効果 
三井住友信託銀行(株) 不動産コンサルティング部審議役 

環境不動産推進チーム長 

伊藤 雅人 氏 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（2）世界の不動産市場における ESG 投資と環境性能評価 
CSR デザイン環境投資顧問(株) 代表取締役社長 

堀江 隆一 氏 

 

 

 
 

 

（3）企業戦略と環境性能評価 
イオンモール株式会社 開発本部 建設企画統括部 建設企画部部長 

兼 イオン株式会社 建設企画担当リーダー （街づくり・国土強靭化

（レジリエンス）・エネルギーセキュリティ） 

渡邊 博史 氏 

 

 

 

 

  

不動産ビジネスへの ESG 組込みに係る支援業務や環境不動産に関する公的な調査業

務を行う CSR デザイン環境投資顧問株式会社の代表取締役社長(2010 年～）。 

現職以前は、日本興業銀行、メリルリンチ証券に勤務後、ドイツ証券でマネージング

・ディレクターとして再生可能エネルギーファンドなどを含むストラクチャード・フ

ァイナンス業務を統括。 

カリフォルニア大学バークレー校 MBA、桜美林大学大学院非常勤講師、国土交通省

「ESG 投資の普及促進に向けた勉強会」座長、国連環境計画・金融イニシアティブ

（UNEP FI）不動産 WG 顧問、責任投資原則（PRI）日本ネットワーク不動産 WG・

インフラ WG 議長、GRESB ベンチマーク委員会委員など。 

1983 年住友信託銀行（現：三井住友信託銀行）入社。 

2005 年東京都不動産鑑定士協会十周年記念論文『不動産に関する「環境付加価値」の

検討』にて、最優秀賞を受賞。 

現在、三井住友信託銀行 不動産コンサルティング部 審議役 環境不動産推進チーム長。 

グリーン建築推進フォーラム運営委員・実行委員、CASBEE 研究開発委員会委員

（CASBEE と不動産評価検討小委員会幹事）、国連環境計画金融イニシアティブ不動

産ワーキンググループ（UNEPFI PWG）メンバー等を兼任。 

不動産鑑定士・再開発プランナー。 

「環境・エネルギー・AI・ヘルス＆ウエルネス等」様々な先進的要素を建設の企画計

画段階で立案し実行すると共に、建設部門の「コスト・安全・安心等」様々なルール

を管理している。近年、平時と有事の両面で地域貢献でき、エリア価値向上に向けた

取組みも実行中である。 
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                  報 告                              

２.行政における環境性能評価ツール、内外の動向 

（１）13,000 件の CASBEE 評価から見えてきたこと 

法政大学 デザイン工学部建築学科准教授 

川久保 俊 氏 

 
 

 

 

 

 

 

（2）自治体の⽴場から CASBEE 横浜 

横浜市 建築局建築指導部建築企画課 建築環境担当課長 

正木 章子 氏 

 

 
 

 

 

（3）BREEAM とロンドンオリンピック 
レンドリース・ジャパン(株) シニア・プロジェクト・マネージャー 

ジョン・メーダー 氏 

 

 

 

 

 

 

（４）Green Mark とシンガポールのグリーンビル政策 
首都大学東京 都市環境学部建築都市コース准教授 

一ノ瀬 雅之 氏 

 

 

 

 

  

これまで、横浜市役所において土地利用誘導施策や再開発事業、MICE 施設等整備の

企画や事業を担当。 

2014 年 4 月から CASBEE 横浜 S ランクの３区の総合庁舎の整備を担当。 

今年度から現職で建築物省エネ法、CASBEE 横浜、長期優良住宅・低炭素建築物の

認定、風致地区の許可を担当。 

慶應義塾大学理工学部後期博士課程修了。博士（工学）。 

その後、法政大学デザイン工学部助教、専任講師を経て 2017 年 10 月より准教授（現

職）。専門は建築／都市環境工学。過去に日本建築学会奨励賞、日本都市計画学会論文

奨励賞、山田一宇賞などを受賞。 

現在は持続可能な開発目標 SDGs を活かした建築・まちづくりの方法を研究している。 

1988 年カリフォルニア大学バークレー校卒業。 

1988 年 SOM（サンフランシスコ）入社以降、日本設計、ゲンスラーにおいて建築

設計者、マスタープランナーとして日本国内外の数多くのプロジェクトを経験。また、

サステナビリティ建築・都市開発の知見を有する。 

2009 年レンドリース・ジャパン（本社シドニー）に入社。シニア・プロジェクト・

マネージャーとしてサステナブルデザイン、マスタープラン、LEED 認証アドバイザ

リー業務のクライアントへの提供のみならず福岡市のウオーターフロント再開発計画

に参加。 

United States Green Building Council (USGBC)メンバー。 

1975 年東京都生まれ．2005 年東京都立大学博士課程修了・博士(工学)を取得後，

東京理科大学，東京大学助教職を経て，2013 年首都大学東京都市環境科学研究科建

築学域准教授に着任（現職）． 

現在は東京都との産学公連携プラットフォーム共同研究『アジアにおけるグリーンビ

ルディング構成要素の気候風土適応技術と評価手法』（2017～2019 年度）に従事

し，アジア主要都市超高層オフィスビルの室内環境・エネルギー消費実態調査と，グ

リーンビル地域性評価手法の検討を行っている． 
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                  報 告                              

３.設計・施工の立場から 

（１）組織設計事務所における環境性能評価の活用 
(株)日建設計 執行役員 エンジニアリング部門設備設計グループ代表 

堀川 晋 氏 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（2）総合建設業における環境性能評価の活用 
(株)竹中工務店 設計本部 プリンシパルエンジニア（環境） 

高井 啓明 氏 

 

 
 

  

1958 年神奈川県生まれ。1982 年 早稲田大学大学院理工学研究科終了 

(株)竹中工務店入社。2001 年 東京本店設計部設備部門マネージャー 

2007 年 設計本部環境・設備担当部長を経て、2013 年 専門役、2015 年から現職。 

主な設計作品：東京ドーム、福岡ドーム、大館ドーム、東京サンケイビル、竹中東京

本社屋、札幌ドーム、飯野ビルディング、台湾大学図書館、台中国家歌劇院、東関東

支店 ZEB 改修など 

1984 年日建設計入社。設備設計部にて、空調・衛生設備の設計者として、サスティナ

ブル建築、大規模複合施設等から最新の生産施設までの幅広い経験を有するとともに、

数多くの海外プロジェクトにも取り組んでいる。また、研究を通じて学術会にも貢献し

ており、東京工業大学、早稲田大学、慶應義塾大学での非常勤講師を歴任している。主

な受賞歴は以下の通り。ASHRAE Technology Award Honorable Mention/ Daikin 

TIC (2018) 、 ASHRAE Technology Award First Place/ YKK80 Building 

(2017)、空気調和・衛生工学会賞 技術賞/ 関電ビルディング (2007)、JIA 環境建

築賞 最優秀賞/ 神戸税関本関 (2001)  
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                  報 告                              

４.教育の立場から 

（１）環境建築教育と性能評価 
北九州市立大学 国際環境工学部 建築デザイン学科教授 

白石 靖幸 氏 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

1970 年 福岡県生まれ。1997 年 早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。 

1998 年より東京大学生産技術研究所の助手、2002 年に工学博士の学位を取得（東

京大学）後に、北九州市立大学国際環境工学部に講師として着任。2012 年に同所

属の教授（現在に至る）。 

専門分野：建築・都市環境工学、建築設備工学 

主な著書に、しくみがわかる建築環境工学-基礎から計画・制御まで-、建築環境工

学実験用教材（いずれも共著）など。 
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